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【 講座概要 】 

当講座は、国民の健康増進に資することを目的に、腎臓・内分泌内科と糖尿病・代謝内科を

協力講座とし、朝日生命保険相互会社との社会連携講座として 2018 年 4 月に開設した。糖

尿病や生活習慣病の発症・進展・重症化、また介護に至るまでの因子を同定することにより、

生活習慣病、ならびにこれらにより引き起こされる疾患の発症および重症化の予防、さらに

は要介護者の減少につながると考えられる。当講座では、様々な医療データベースを多角的

に解析し、生活習慣病の発症から進展・重症化、また介護に至るまでのシームレスな研究に

取り組んでいる。 

 

【 研究内容 】 

糖尿病をはじめとする生活習慣病は、脳血管疾患、心疾患、がんなどの疾患を引きおこす

リスクとなり、要介護の要因にもなる。当講座では、超高齢社会において、健康寿命の延

伸のため、生活習慣病の発症、進展・重症化、介護に至るまでの要因について解析を行っ

ている。 

(1)介護に関する研究 

厚生労働省から国民生活基礎調査の匿名データの提供を受け、要介護にいたるリスクファ

クターを同定する。 

(2) 糖尿病の受診中断および未受診に関わるモデルの構築 

JMDC データベース（特定健診の結果およびレセプト情報を含むデータベース）を用いて、

糖尿病患者の受診中断に関わる因子の同定を行う。また、健診で糖尿病を指摘され受診勧

奨されたにも関わらず受診しない集団を予測するモデルを構築する。 

(3) コロナ禍の他疾患への診療の影響に関する研究 

入院患者のレセプト情報を含むデータベースを用いて、コロナ禍が入院診療、外来診療、

内視鏡、リハビリ、処方などに与えた影響について俯瞰的に評価する。 

本研究は度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業「新型コロナウイルス感染症に対応し

た新しい生活様式による生活習慣の変化およびその健康影響の解明に向けた研究―生活

習慣病の発症および重症化予防の観点から―」（JPMH20CA2046）および厚生労働行政推進

調査事業費「新型コロナウイルス感染症による他疾患を含めた医療・医学に与えた影響の

解明に向けた研究 ―今後の新興感染症発生時の対策の観点から―（21HA2011） 」の助

成を受け実施している。 

(4) 小児の肝生検、腎生検に関する研究 

DPC データベース（入院患者のレセプト情報を含むデータベース）を用いて、小児の肝生



   

検や腎生検における合併症について調査する。 

 

上記(2)(4)は医学系研究科 公共健康医学専攻臨床疫学・経済学 康永秀生教授との共同研

究として行っている。 

 

【 今後の展望 】 

今後も引き続き、協力講座、共同研究先の講座と連携しながら、各種の大規模データベー

スを用いて、糖尿病やがんなどの発症や重症化、介護にいたるリスクファクターの同定、

予測モデルの構築に取り組んでいく。 
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＜学会・講演会発表＞  

■ 国内学会  

日本臨床疫学会 第 5回年次学術大会、東京 2022年 11月 12-13日 

岡田啓 、本田哲 、康永秀生 

高齢者における蛋白尿陽性と骨折との関連  

 


